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１．はじめに 

 「日本発達障害学会」の加盟団体であります「国際知的・発達障害学会 International 

Association for the Scientific Study of Intellectual and Developmental Disabilities

（IASSID）」の４年に１回の国際会議が、2016 年 8 月 15～19 日の間、オーストラリアの

メルボルンで開催されます。多くの方に参加のお勧めとお願いをします。 

 

２．IASSIDD の誕生と歴史 

 IASSIDD の第 1 回会議は、1967 年フランスのモンペリエで開催されました。4 年毎に

開催された開催地と研究発表数、メインテーマ等を、表 1 に示しています。当初は生物医

学的なものへのウエイトが高かったのが、徐々に減少し応用研究、サービスモデル、疫学、

早期介入、職業訓練、QOL 等多分野にわたる、それも多専門家による研究発表が増加して

きています。 

 

３．メルボルンの国際会議 

 今回の国際会議は、University of Rochester School of Medicine and Dentistry の Phil 

Davidson 教授が主催です。メインテーマ「Global Partnerships : Enhancing Research, 

Policy and Practice」で、Invited Speakers と KEYNOTE SPEAKERS には、表 2 に挙げ

た人達が予定されており、その他 MASTER LECTURERS にも 16 名の各分野の国際的な

リーダーが名を連ねています。 

 日本からも斉藤教授の特別講演や「重症心身障害 PIMD」をテーマとしたシンポジウム

が企画されていますし、大勢の研究発表の登録が進められています。日本発達障害学会主

催の旅行団も計画されています。 

 演題は 2015 年 12 月で締め切られ、現在、登録演題の採否の作業中です。詳細はホーム

ページをご覧下さい。https://www.iassidd.org/ 

 

４．アジア・太平洋地区会議の予定 

 2005 年、台湾台北市で国立 Chung Cheng 大学 Wang 教授のもと、「第１回アジア太平

洋地区会議」が開かれ、2009 年には第２回会議はシンガポールでもたれました。2013 年

には第３回会議が東京で開催され、大勢の参加をいただいたことは、記憶に新しいことで

す。第４回は、2017 年にタイ・バンコクで開催予定です。 

大勢の方々にメルボルンの国際会議への参加をお薦めします。現時点で 50 名以上が日本

から参加予定ですし、「Japan Day」（日本人参加者の交流会）も計画されていますので、

海外でこその交流の輪の拡がりも楽しみにしていただきたいと思います。 










